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― T O P I C S ―
P２～５	 　予算特集
	 　新規事業が
	 　盛りだくさん！
P11～17　町政を問う！一般質問
裏表紙	 　聴かせて！
	 　ひがしうら 好きですか？



新規事業が盛りだ
くさん！

小中学校体育館に
空調設備を設置

7億6735万円 P5へ

児童生徒を熱中症から守るだけでなく、避難所の環境
も整備されます。

新しい飲食店の創業をサポート
500万円

創業時の初期費用を補助し、空き家や空き店舗と事業者の
マッチングをサポートします。

難聴者補聴器
の購入費を
助成
60万円 P7へ

補聴器の額の2分の1（上限
２万円）を補助。「対象年齢18
歳以上」は知多
5市5町では初、
「所得制限な
し」は県内初。

書かない窓口で
手続きの負担を
軽減

990万円 P8へ

マイナンバーカード等の読み取り
と顔認証で証明書発行等の申請書
の記入を減らします。

各種証明書の
コンビニ交付が
スタート

1928万円 P7へ

マイナンバーカードを利用して、
コンビニで住民票等の交付が令和
８年３月から開始予定。

多言語に対応した
ワンストップ型の
窓口を設置

81万円 P7へ

在留外国人への情報
提供と相談対応をワ
ンストップで行います。

子育て・教育支援で成長を応援

新しい飲食店やイベントでにぎわう町に 聞こえを支援

住民サービスがもっと便利に

子育て・教育・にぎわい創出・福祉・住民
サービス等の新規事業が盛りだくさん！

令和７年度
一般会計予算前年度とどこが変わった ?

若者の海外挑戦を応援
1000万円

海外留学プログラム等への参加費用
を1人につき最大100万円補助。海
外でのチャレンジを後押しします。

NEW
新規事業

NEW
新規事業

こども家庭センターがスタート
647万円

保健師・助産師・こども家庭支援員等の専門職が妊
娠・出産・子育てのさまざまな相談に対応します。

小中学校へ電子黒板を導入
6296万円 P9へ

児童生徒の能動的な学びにつなげ、教職員の指導の幅
が広がります。

NEW
新規事業

NEW
新規事業

NEW
新規事業

町のにぎわいにつな
がるイベントを支援

150万円 P5へ

町のにぎわいにつながるイベント実施
の活動経費を補助します。

NEW
新規事業

文化芸術イベント
の開催を支援

100万円 P5へ

住民が参加・鑑賞できる文化芸術イ
ベントの初回開催経費を補助します。

NEW
新規事業

NEW
新規事業

NEW
新規事業

NEW
新規事業

NEW
新規事業
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町 が 自 分でまかなうお
金（
自
主
財
源
）59
％

国や県か
ら
も
ら
う
お
金（
依
存
財
源
）41
％

一 般 会 計

民生費
39%

総務費
16%

教育費
14%

土木費
13%

衛生費
8%

消防費 4%
公債費 3%

町税
46%

国庫支出金
15%

県支出金 8%

地方交付税 5%

町債5%

繰入金・繰越金 4%

諸収入等
6%

地方消費税交付金等
8%

分担金・負担金 1%分担金・負担金 1%
使用料・手数料 2%使用料・手数料 2%

商工費ほか 1%
農林水産業費 1%

議会費 1%

歳 入
（財源）

歳 出
（使いみち）

高齢者・障害者福祉、保育園、 
児童館、児童手当等

道路、公園、橋、
町営住宅等

学校教育、生涯学習、
スポーツ振興等

健康対策、環境保全、 
ごみ処理等

町の借金返済

消防・防災

庁舎管理、税務事務、各種証明書
発行、選挙、バス運行等

総務費
66,810円

民生費
156,882円

衛生費
31,779円

商工費ほか
4,339円

前年度比11％UP!

土木費
51,274円

4,120円DOWN

1,994円DOWN

2,286円UP

15,211円UP

消防費
14,593円

950円UP

農林水産業費
4,531円

45円DOWN

議会費
2,973円

380円UP

公債費
14,411円

教育費
57,020円

15,757円UP※令和７年３月末人口49,818人から算出

町民１人あたり町民１人あたり
いくらになる？いくらになる？

令和7年度 令和7年度 一般会計予算一般会計予算

１人あたり 404,613円の予算

約20億円増

総額201億5700万円の予算内訳は？

14,815円UP

675円DOWN
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本
予
算
は
２
０
１
億
５
７
０
０
万
円
で
、
過
去
最
大

の
予
算
規
模
。
歳
入
で
は
、
町
債
は
前
年
度
比

１
４
２
・
3
％
増
の
全
体
で
11
億
３
６
５
０
万
円
を
計

上
し
、
全
小
中
学
校
体
育
館
空
調
設
備
等
の
起
債
。

　
歳
出
で
は
、
30
以
上
の
新
規
事
業
が
予
算
化
。
親
和

会
が
要
望
し
た
事
業
以
上
の
拡
大
内
容
で「
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」「
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
を
補
助
」等

町
長
の
常
に
幅
広
く
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
、
取
り
組
ん
で

行
く
姿
勢
を
評
価
。
ま
た
、
機
構
改
革
で
は
、
課
名
係

名
が
変
更
と
な
り
、
窓
口
で
住
民
の
方
が
迷
わ
な
い
よ

う
明
る
い
元
気
な
対
応
を
お
願
い
す
る
。

令
和
7
年
度
機
構
改
革
、
開
庁
時
間

変
更
で
大
き
な
変
革
の
年
で
あ
る

親
和
会　
山や

ま
し
た下 

享き
ょ
う
じ司 

議
員

賛 

成

　定例会最終日に、令和７年度一般会計予算の
内容について、６会派が賛成・反対の討論を行
いました。その主な内容を紹介します。

令和７年度

一般会計予算 賛否討論
※要約してあります

　
日
髙
町
政
就
任
１
年
半
に
あ
た
る
一
般
会
計
予
算
編

成
額
は
、
２
０
１
億
５
７
０
０
万
円
と
東
浦
町
政
始

ま
っ
て
以
来
の
最
高
の
予
算
額
に
エ
ー
ル
を
送
る
。

　
主
な
事
業
は
、
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
補
助
。
避

難
所
環
境
整
備
と
熱
中
症
対
策
で
、
小
中
学
校
体
育
館

へ
空
調
設
備
設
置
。
第
２
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
の
保

育
料
の
無
料
化
・
軽
減
。
町
産
の
食
材
を
学
校
給
食
へ

積
極
的
に
採
用
。
小
中
学
校
へ
電
子
黒
板
を
導
入
。
給

食
提
供
の
機
会
を
増
や
す
。
災
害
時
被
災
者
支
援
を
円

滑
に
行
う
体
制
整
備
。
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

発
行
。
飲
食
店
創
業
へ
の
応
援
。
窓
口
で
の
申
請
書
記

入
減
ら
し
、
手
続
き
の
負
担
軽
減
等
。

町
政
77
年
・
最
高
額
予
算

２
０
１
億
５
７
０
０
万
円

庶
民
倶
楽
部　
山や

ま
だ田 

眞し
ん
ご悟 

議
員

賛 

成

　
本
予
算
は
、
２
０
１
億
５
７
０
０
万
円
で
過
去
最
大

規
模
だ
が
、
令
和
７
年
度
予
算
編
成
方
針
、
第
６
次
総

合
計
画
、
町
長
政
策
指
針
に
掲
げ
た
政
策
実
現
の
た
め
、

事
業
見
直
し
や
優
先
順
位
を
検
討
し
た
予
算
と
考
え
る
。

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
。
第
二
子
以
降
の
保

育
料
無
料
化
。
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
補
助
。
町
の

賑に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
支
援
。
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施
。
避
難
所
の
環
境
改
善
と
と
も
に

全
小
中
学
校
10
校
の
体
育
館
の
空
調
設
備
の
導
入
等
。

　
歳
入
は
町
税
全
体
の
増
収
や
町
債
の
有
効
活
用
等
財

源
確
保
に
努
め
て
い
る
。
多
世
代
の
住
民
に
寄
り
添
っ

た
予
算
と
評
価
す
る
。

多
世
代
が
居
場
所
や
役
割
を
持
つ

多
彩
な
新
規
事
業
に
よ
る
予
算

清
流
会　
久ひ

さ
ま
つ松 

純た
だ
し志 

議
員

賛 

成

　
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
第
６
次
東
浦
町

総
合
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
が
計
画
さ
れ
、
日
髙
町
長

の
政
策
指
針
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は「
18

歳
以
上
の
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
補
助
事
業
」「
知
多

５
市
５
町
連
携
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
」「
全
小
中
学
校
に
空

調
設
備
の
設
置
事
業
」「
電
子
黒
板
の
導
入
」「
於
大
の
方

生
誕
５
０
０
年
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ポ
ス
ト
」「
各
種
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」「
役
場
庁
舎
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
事
業
」等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、

町
長
政
策
指
針
の
実
現
に
向
け
た
積
極
的
姿
勢
が
表
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
公
明
党
東
浦
が
要
望
、
推
進
し
て
き

た
も
の
も
あ
り
、
評
価
す
る
。

第
６
次
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進
と

住
民
に
寄
り
添
っ
た
行
政
運
営
を

公
明
党
東
浦　
赤あ

か
が
わ川 

操み
さ
え恵 

議
員

賛 

成

　
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
置
や
補
聴
器
購
入
費

補
助
制
度
の
導
入
は
歓
迎
す
る
が
、国
の
物
価
高
騰
に

対
す
る
抜
本
的
な
支
援
が
な
い
中
で
、東
浦
町
で
も
具

体
的
な
支
援
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　
あ
わ
せ
て
、値
上
げ
し
た
学
校
給
食
の
賄
材
料
費
保

護
者
負
担
分
を
そ
の
ま
ま
負
担
さ
せ
る
こ
と
や
、公
共

施
設
の
使
用
料
等
の
全
体
的
な
見
直
し
に
よ
る
多
く
の

使
用
料
等
の
値
上
げ
が
あ
り
、見
過
ご
せ
な
い
。

　
ま
た
知
多
半
島
で
縁
む
す
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委

員
会
負
担
金
は
、成
婚
か
ら
出
産
を
求
め
ら
れ
る
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
あ
た
え
、自
治
体
が
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
踏
み
込
む
取
り
組
み
に
な
り
か
ね
ず
、反
対
す
る
。

町
民
の
負
担
増
や
縁
結
び
、

行
政
が
取
り
組
む
こ
と
か

日
本
共
産
党
ひ
が
し
う
ら　
杉す

ぎ
し
た下 

久く
に
こ

仁
子 

議
員

反 

対

　
本
予
算
は「
機
構
改
革
」と「
予
算
編
成
」の
政
策
統
合

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
社
会
価
値
を
創
造
す
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、
本
町
を
新
た
な
成
長
へ

と
導
か
ん
と
す
る「
未
来
創
造
型
の
積
極
的
予
算
」と
認

識
す
る
。
注
目
す
べ
き
は
歳
出
予
算
で
あ
り
歳
出
合
計

は
２
０
１
億
５
７
０
０
万
円
、
対
前
期
比
11
％
増
加
。

予
算
全
体
の
13
％
、
26
億
２
３
０
０
万
円
が
投
資
的
経

費
に
充
当
さ
れ
、
新
規
事
業
は
40
件
以
上
を
数
え
る
。

「
町
内
全
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
導
入
」や

「
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
」等
、
日
髙
町
長
の
町
民

の
期
待
に
応
え
る
姿
勢
も
高
く
評
価
し
た
い
。
以
上
に

よ
り
賛
成
討
論
と
す
る
。

新
規
事
業
40
以
上
の「
未
来
創
造
型

の
積
極
的
予
算
」を
高
く
評
価

町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会　
長な

が
さ
か坂 

知と
も
や
す泰 

議
員

賛 
成
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徹底審査
令
和
７
年
度
予
算
編
成
方
針

　
財
源
は
、国・県
を
は
じ
め
他
団
体
等
の

助
成
制
度
等
の
財
源
の
発
掘
、ス
ク
ラ
ッ
プ・

ア
ン
ド・ビ
ル
ド
の
徹
底
等
に
よ
り
、予
算

編
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
た
既
存
業
務
は
。

個
別
の
事
業
を
一
部
見
直
し
た
。

　
新
有
権
者
へ
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
送
付
と

QA

景
観
形
成
事
業
補
助
金
の
廃
止
。
広
報
資

料
用
の
航
空
写
真
撮
影
を
委
託
せ
ず
、
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
等
の
見
直
し
を
実
施
。

財
源
確
保
で
特
に
考
慮
し
た
事
項
は
。

小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
工
事

（
７
億
６
７
３
５
万
円
）に
お
い
て
、
複
数

の
財
源
を
比
較
。

　

交
付
税
措
置
に
よ
り
元
利
償
還
金
の

70
％
が
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る

こ
と
で
、
最
も
本
町
に
有
利
な
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
を
財
源
と
し
た
。

町
の
実
質
負
担
額
は
。
ま
た
条
件
的

な
利
点
は
あ
っ
た
か
。

実
質
負
担
は
約
２
億
３
千
万
円
。

　

補
助
金
活
用
に
は
断
熱
工
事
が
必
要
。

工
期
や
コ
ス
ト
を
総
合
的
に
考
え
判
断
し
た
。

　
比
較
検
討
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
有

利
で
あ
っ
た
か
。

早
期
建
て
替
え
予
定
が
あ
る
森
岡
小

QAQAQA

財源確保に
工夫がみられる

初の200億円超！！

学
校
と
東
浦
中
学
校
は
、
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
の
活
用
し
か
見
込
め
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。

　
他
の
８
校
は
、
補
助
金
や
交
付
金
と
地

方
債
の
組
み
合
わ
せ
を
比
較
。
町
の
負
担

は
①
学
校
環
境
改
善
交
付
金
と
学
校
教
育

施
設
等
整
備
事
業
債
の
場
合
は

５
億
５
千
万
円
。
②
空
調
設
備
臨
時
特
例

交
付
金
と
補
正
予
算
債
は
約
３
億
９
千
万

円
。
③
災
害
時
に
備
え
た
社
会
的
重
要
イ

ン
フ
ラ
へ
の
自
衛
的
な
燃
料
備
蓄
の
推
進

事
業
費
補
助
金
と
防
災
・
減
災
国
土
強
靭

化
緊
急
対
策
事
業
債
は
約
３
億
１
千
万
円
。

④
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
は
約
２
億
円
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
学
校
で

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
採
用
。

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
補
助
金
で

町
の
PR
と
地
域
活
性
化

　
町
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
促
し
、地
域
活
性
化
を
図

る
た
め
、事
業
運
営
費
等
の
経
費
を
補
助
。

補
助
上
限
は
30
万
円
。

　

予
算
額
１
５
０
万
円
は
、
５
団
体
の

参
加
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

同
一
年
度
内
に
複
数
回
の
補
助
を
受

け
ら
れ
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
は
５
件
を
見

込
ん
で
い
る
。

団
体
に
企
業
も
含
ま
れ
る
か
。
ま
た

事
業
の
条
件（
新
規
事
業
で
町
に
効
果

QAQ

が
還
元
さ
れ
る
こ
と
、
来
場
者
５
０
０

人
以
上
等
）は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

は
厳
し
く
な
い
か
。
緩
和
す
る
仕
組
み

は
あ
る
か
。

法
人
・
企
業
等
も
対
象
と
な
る
。

　
本
補
助
金
は
、に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、町

の
PR
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン

ト
開
催
を
応
援
す
る
も
の
で
、一
定
数
の

集
客
が
見
込
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
補
助
す
る
。

そ
の
た
め
、条
件
の
緩
和
等
は
考
え
て
い

な
い
。本

補
助
金
が
活
動
経
費
を
補
助
す
る

の
に
対
し
、
文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
開
催

支
援
補
助
金
は
初
回
の
開
催
経
費
を
補

助
す
る
。
こ
の
２
つ
の
違
い
は
。

本
補
助
金
は
、
町
の
PR
や
地
域
活
性

化
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
文
化
芸
術
イ

ベ
ン
ト
開
催
支
援
補
助
金
は
、
継
続
性
の

あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
初
回
開
催
経
費
を
補
助

し
、
町
内
で
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の

創
出
や
文
化
芸
術
活
動
を
行
う
団
体
を
支

援
す
る
も
の
。

　
な
お
、
２
つ
の
補
助
金
を
同
時
に
受
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

AQA

▲イベント開催で
まちににぎわいを

※イメージ

▲空調導入で災害時の避難生活環境を整備（武豊中学校体育館）
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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

東
浦
町
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

議案
番号 議　案　名 結果

同意１ 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意
報告１ 損害賠償の額の決定及び和解について
報告２ 工事請負契約の変更について（於大公園再整備工事（５－２））
議案７ 東浦町職員の給与に関する条例等の一部改正について

可決

議案８ 東浦町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改
正について

議案９ 東浦町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一
部改正について

議案10 東浦町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
議案11 東浦町職員の退職手当に関する条例の一部改正について
議案12 東浦町職員の育児休業等に関する条例等の一部改正について
議案13 東浦町職員の給与に関する条例等の一部改正について

議案15 東浦町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正について
議案16 東浦町行政財産の特別使用に係る使用料条例等の一部改正について
議案17 令和６年度東浦町一般会計補正予算（第13号）
議案18 令和６年度東浦町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
議案19 令和６年度東浦町水道事業会計補正予算（第４号）
議案22 令和７年度東浦町土地取得特別会計予算
議案23 令和７年度東浦町後期高齢者医療特別会計予算
議案24 令和７年度東浦町水道事業会計予算
議案25 令和７年度東浦町下水道事業会計予算
議案26 町道路線の認定について
議案27 東浦町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について
議案28 令和６年度東浦町一般会計補正予算（第14号）
発委１ 東浦町議会会議規則の一部改正について
発委２ 東浦町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について
発委３ 東浦町議会委員会条例の一部改正について
意見書案１ 刑事訴訟法における再審に関する規定の改正を求める意見書

第１回臨時会　全会一致で決定した案件

議案１ 東浦町職員の給与に関する条例及び東浦町一般職の任期付職員の採
用等に関する条例の一部改正について

可決議案4 令和６年度東浦町一般会計補正予算（第12号）
議案5 令和６年度東浦町水道事業会計補正予算（第3号）
議案6 令和６年度東浦町下水道事業会計補正予算（第3号）

３月定例会　全会一致で決定した案件

３月定例会　賛否が分かれた案件

PickUp
3

PickUp
1・2

２
月
28
日
～
３
月
21
日

３
月
定
例
会

※「議」は議長（採決に加わらない）、○は賛成、●は反対

　　令和７年
　　第１回臨時会
条例の一部改正と補正
予算について審議し、
可決。

1
16

議案
番号 議　案　名 結果

親和会 清流会 公明党東浦 庶民
倶楽部

日本共産党
ひがしうら

町民
ファーストの会 高志会

鏡
味
　
昭
史

山
下
　
享
司

間
瀬
　
元
明

前
田
　
明
弘

大
川
　
　
晃

北
野
　
興
地

三
浦
　
雄
二

水
野
　
久
子

間
瀬
　
宗
則

久
松
　
純
志

秋
葉
富
士
子

赤
川
　
操
恵

山
田
　
眞
悟

杉
下
久
仁
子

長
坂
　
知
泰

森
　
　
靖
広

議案14 東浦町国民健康保険税条例の一部改正について 可決 議○○○○○○○○○○○●●○○
議案20 令和７年度東浦町一般会計予算 可決 議○○○○○○○○○○○○●○○

議案21 令和７年度東浦町国民健康保険事業特別会計予
算 可決 議○○○ ○○○○○○○○●●○○

発委４ 東浦町議会の議決に付すべき契約及び財産の取
得又は処分に関する条例の一部改正について 可決 議○○○○○○○○○○○○●○○

発委５ 町長の専決事項の指定について 可決 議○○○○○○○○○○○○●○○
第１回臨時会　賛否が分かれた案件

議案２ 東浦町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改正について 可決議○○○○○○○○○○○○●○○

議案３ 東浦町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅
費に関する条例の一部改正について 可決議○○○○○○○○○○○○●○○
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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

難
聴
者
へ

補
聴
器
購
入
を
補
助
し
ま
す

補
助
金
導
入
の
経
緯
は
。

明
確
な
エ
ビ
デ
ン
ス
は

な
い
が
、
難
聴
と
認
知
症
に

は
因
果
関
係
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
補
聴
器

の
使
用
に
よ
り「
社
会
参
加

活
動
が
増
え
、
社
会
参
加
が

し
や
す
く
な
っ
た
」と
の
調

査
結
果
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
補
助

を
開
始
す
る
こ
と
と
し
た
。

対
象
者
を
町
内
在
住
18

歳
以
上
に
し
た
理
由
は
。

本
町
で
は
平
成
30
年
度

か
ら
18
歳
以
下
の
方
を
対
象

に「
東
浦
町
軽
度
・
中
等
度

難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
等
助

成
事
業
」を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
回
、
18
歳
以
上
の
方
も

対
象
と
す
る
こ
と
で
、
町
内

在
住
の
軽
度
難
聴
者
が
、
聞

こ
え
を
確
保
し
、
社
会
参
加

QAQA

の
促
進
を
目
指
す
。

１
人
１
回
限
り
の
理
由
は
。

こ
の
補
助
を
き
っ
か
け

に
、
よ
り
多
く
の
方
に
補
聴

器
の
購
入
を
検
討
し
て
も
ら

う
た
め
。

既
に
購
入
し
て
い
る
補
聴

器
の
点
検
や
修
理
に
も
補

助
制
度
が
利
用
で
き
る
か
。

今
後
買
い
直
す
場
合
は

補
助
対
象
に
な
る
が
、
修
繕

は
対
象
と
し
な
い
。

QAQA

　
難
聴
者
に
対
す
る
補
聴
器
購
入
補
助
の
実
施
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
を
行
い
、
社
会
参
加
の

機
会
を
高
め
る
。
対
象
は
、
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が

30
㏈
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
外
の
方
。

PickUp
2

再
審
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

　
え
ん
罪
は
、
無
実
の
者
を

犯
罪
者
と
し
て
処
罰
す
る
こ

と
で
、
国
家
に
よ
る
最
大
の

人
権
侵
害
の
一
つ
で
あ
る
。

　
え
ん
罪
被
害
者
を
出
さ
な

い
捜
査
権
の
行
使
、
え
ん
罪

被
害
者
を
速
や
か
に
救
済
す

る
制
度
構
築
が
非
常
に
重
要
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
在
の
法
制

度
は
、
捜
査
機
関
保
有
の
証

拠
開
示
と
利
用
の
規
定
が
な

く
、
救
済
を
求
め
る
者
の
再

審
請
求
を
困
難
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
証
拠
の
保
管
と
保

存
ル
ー
ル
が
不
十
分
で
あ
り
、

無
罪
を
示
す
証
拠
廃
棄
の
危

険
性
も
あ
る
。

　
ま
た
、
再
審
開
始
決
定
へ

の
検
察
官
の
不
服
申
立
が
認

め
ら
れ
、
審
理
の
長
期
化
が

引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
再
審
請
求
手

続
の
規
定
が
未
整
備
で
、「
再

審
格
差
」が
生
じ
、
再
審
制

度
で
救
済
を
求
め
る
者
の
手

続
保
障
が
不
十
分
。

　
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
再

審
に
関
す
る
規
定
改
正
に
よ

り
、
次
の
実
現
を
要
望
す
る
。

①
再
審
請
求
手
続
で
、
捜
査

機
関
保
有
の
証
拠
の
利
用
を

可
能
と
す
る
こ
と
も
含
め
、

全
面
的
な
開
示
を
可
能
と
す

る
手
続
の
制
度
化
。
②
再
審

開
始
決
定
へ
の
検
察
官
の
不

服
申
立
の
禁
止
。
③
再
審
請

求
手
続
の
審
理
手
続
規
定
の

明
文
化
。
④
証
拠
の
保
管
と

保
存
の
ル
ー
ル
の
明
文
化
。

提
出
先　
内
閣
総
理
大
臣
他

　
え
ん
罪
被
害
者
の
速
や
か
な
救
済
の
た
め
、
刑
事

訴
訟
法
に
お
け
る
再
審
に
関
す
る
規
定
改
正
を
要
望

す
る
意
見
書
を
提
出
。

PickUp
3

住
民
サ
ー
ビ
ス
　
も
っ
と
便
利
に

在
留
外
国
人
の
方
の
窓

口
相
談
等
で
の
課
題
は
。

窓
口
職
員
と
上
手
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

ず
、
迅
速
に
案
内
が
で
き
な

い
こ
と
。

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
在
留
外
国

人
の
来
庁
時
は
、
最
初
に
こ

の
窓
口
に
案
内
す
る
こ
と
で
、

課
題
解
決
を
図
る
。

多
言
語
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
で
対
応
す
る
職
員
数

は
。英

語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
の

相
談
員
１
人
と
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
の
相
談
員
２
人
の
計
３
人

で
対
応
す
る
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
ま
で
の

予
定
と
コ
ス
ト
は
。

シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
を

QAQAQA

行
い
、
令
和
８
年
３
月
の
運

用
開
始
を
予
定
。

　

３
種
類
の
証
明
書（
住
民

票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
税

証
明
書
）の
発
行
は
、
１
か

月
間
で
５
５
０
件
を
見
込
む
。

１
件
あ
た
り
約
５
５
０
円
の

発
行
コ
ス
ト
を
想
定
。

そ
の
他
の
証
明
書
等
交

付
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

導
入
予
定
の
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
は
現
在
、
３
種
類

以
外
の
取
扱
い
は
な
い
。
取

り
扱
う
種
類
を
増
や
す
よ
う

要
望
し
て
い
る
。

QA

　
在
留
外
国
人
へ
の
適
切
な
情
報
や
相
談
に
向
け
、

多
言
語
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
。
ま
た
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
住

民
票
等
の
証
明
が
交
付
で
き
る
よ
う
進
め
る
。

PickUp
1
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一般会計
予算

財
政
の
健
全
性
に

対
す
る
影
響
は

　

令
和
７
年
度
予
算
の
町
債
は
、

11
億
３
６
５
０
万
円
で
、
６
年
度
比

６
億
６
７
５
０
万
円
の
増
加
。町
債
の
う
ち
、

８
億
円
が
、小
中
学
校
施
設
設
備
事
業
債
。

町
債
の
起
債
に
よ
る
影
響
は
。

財
政
の
健
全
性
を
測
定
す
る
指
標
で

あ
る
将
来
負
担
比
率
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、

５
年
度
決
算
の
マ
イ
ナ
ス
63
・
９
％
か
ら

QA

６
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。

　
し
か
し
、
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
値
を
維
持

し
て
お
り
、
良
好
な
状
態
を
維
持
し
続
け

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

予
算
案
に
お
け
る
経
常
収
支
比
率
、

経
常
一
般
財
源
比
率
、
公
債
費
比
率
は
。

５
年
度
決
算
の
数
値
か
ら
推
測
す
る

と
、
経
常
収
支
比
率
は
悪
化
し
90
％
を
超

え
る
可
能
性
が
あ
る
。
経
常
一
般
財
源
比

率
は
、
変
わ
ら
ず
１
０
０
％
程
度
、
公
債

費
比
率
は
概
算
で
５・７
％
。

臨
時
財
政
対
策
債
ゼ
ロ
の
理
由
は
。

国
の
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
、
発

行
額
が
な
い
の
で
、
予
算
計
上
し
な
い
。

QAQA

一般会計
予算

生
活
再
建
支
援
シ
ス
テ
ム
①

導
入
と
ハ
ザ
ー
ド
・
リ
ス
ク
②

の
見
え
る
化

　
災
害
時
の
被
災
者
支
援
を
円
滑
に
行
う

体
制
を
整
備
。ま
た
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
等

の
大
規
模
災
害
に
備
え
、津
波・高
潮
の
浸

水
深
表
示
等
の
整
備
等
が
進
め
ら
れ
る
。

被
災
者
生
活
再
建
シ
ス
テ
ム
の
導
入

理
由
と
他
自
治
体
の
導
入
状
況
は
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

派
遣
で
従
事
し
た
職
員
か
ら
必
要
と
意
見

が
あ
っ
た
こ
と
、
近
隣
で
も
導
入
の
動
き

が
活
発
化
し
て
い
る
た
め
。

　
全
国
で
は
３
１
０
自
治
体
、
県
内
３
自

治
体
が
導
入
。

ハ
ザ
ー
ド
・
リ
ス
ク
の
見
え
る
化
で
、

浸
水
深
表
示
等
の
設
置
場
所
と
設
置
ま

で
の
予
定
は
。

公
共
施
設
３
カ
所
、
駅
４
カ
所
、
電

柱
は
町
内
６
地
区
に
各
５
カ
所
で
、
各
自

主
防
災
会
か
ら
意
見
を
聞
き
進
め
る
予
定
。

QAQA

一般会計
予算

書
か
な
い
窓
口
の

導
入

　
証
明
書
発
行
等
で
の
申
請
書
に
記
入
す

る
負
担
を
軽
減
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

ど
こ
に
設
置
予
定
か
。

住
民
課
４
台
、
税
務
課
１
台
、
イ
オ

ン
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
１
台
の
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。

条例改正

町
職
員
の

採
用
増
加
に
つ
な
が
る
か

　
国
の
人
事
院
勧
告
と
法
改
正
に
基
づ
き

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
を
改
正
。

地
域
手
当
や
通
勤
手
当
の
見
直
し
の
他
、配

偶
者
扶
養
手
当
の
廃
止
と
子
の
扶
養
手
当

増
額
、給
与
月
額
の
引
き
上
げ
等
が
あ
る
。

地
域
手
当
８
％
に
よ
る
給
与
の
増
加

は
。（
改
正
前
３
％
）

職
員
全
体
の
給
与
が
５
％
上
が
る
見

込
み
。

QAQA

総
務
委
員
会

こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

常
任
委
員
会
３
委
員
会
で
徹
底
調
査

常
任
委
員
会
と
は
？

　

そ
の
部
門
に
属
す
る

町
の
事
務
に
関
す
る
調

査
を
行
い
、ま
た
、
議
案
、

請
願
・
陳
情
等
を
審
査

し
ま
す
。
本
町
議
会
で
は
、

３
常
任
委
員
会
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
、財
政
、税
務
、庁
舎
管
理
、

交
通
安
全
、防
災
、防
犯
カ
メ
ラ・啓
発
、広
報
、

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
、選
挙
等
に
関
す
る
こ
と

総
務

委
員
会

学
校
教
育
、保
育
園
、生
涯
学
習
、ス
ポ
ー
ツ
、

図
書
館
、健
康
、高
齢
者・障
が
い
福
祉
、

保
険・年
金
等
に
関
す
る
こ
と

文
教
厚
生

委
員
会

道
路
、河
川
、バ
ス
、防
犯
灯
、ご
み
、環
境
、

農
業
、消
費
生
活
、観
光
、建
築
、都
市
計
画
、

公
園
、上
下
水
道
、戸
籍
等
に
関
す
る
こ
と

経
済
建
設

委
員
会

▲ハザード・リスクの見える化イメージ

▲顔認証等の導入で
手続きが簡単かつ迅速に

①生活再建支援システム…住家の迅速な調査と罹災証明発行等の業務を円滑化。
②ハザード・リスク…津波等の脅威に見舞われる危険性と被害の受けやすさ。

語句
説明

一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
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一般会計
予算

秋
の
イ
ベ
ン
ト

「
産
業
ま
つ
り
」

　
令
和
７
年
度
の
産
業
ま
つ
り
は
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベン
ト
と
連
続
し
た
日
程
で
開
催
予
定
。

町
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
る
。

産
業
ま
つ
り
の
開
催
日
と
開
催
場
所

は
。7年

11
月
８
日（
土
）に
文
化
セ
ン

タ
ー
、
勤
労
福
祉
会
館
で
開
催
予
定
。

　
開
催
内
容
等
は
、
今
後
産
業
ま
つ
り
推

進
協
議
会
で
決
め
る
。　

産
業
ま
つ
り
負
担
金
額
が
前
年
度
比

で
約
４
２
０
万
円
減
額
し
て
い
る
が
、

ど
こ
を
見
直
す
予
定
か
。

町
か
ら
の
負
担
金
の
他
、
町
商
工
会

と
あ
い
ち
知
多
農
業
協
同
組
合
の
負
担
金
、

協
賛
金
の
歳
入
を
見
込
み
、
歳
入
に
見
合

う
内
容
を
産
業
ま
つ
り
推
進
協
議
会
で
、

今
後
検
討
す
る
。

産
業
ま
つ
り
と
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

を
連
続
し
て
行
う
理
由
は
。

６
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
で「
売
り
上
げ
が

予
想
よ
り
少
な
か
っ
た
」と
の
意
見
が

あ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
連
続
し

て
開
催
し
、
出
展
の
機
会
を
提
供
。
２
つ

QAQAQA

一般会計
予算

災
害
に
備
え
個
別
避
難
計
画

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　
避
難
行
動
要
支
援
者
を
誰
が
支
援
す
る

か
、ど
こ
に
避
難
す
る
か
、ど
の
よ
う
な
配

慮
が
必
要
か
等
を
確
認
し
、作
成
す
る
個

別
の
避
難
計
画
の
こ
と
。令
和
６
年
度
と

比
較
し
、53
万
８
千
円
増
額
。

増
額
要
因
と
委
託
内
容
、
内
訳
は
。

計
画
の
更
新
予
定
件
数
が
１
０
０
件

か
ら
２
５
０
件
に
増
加
し
た
た
め
。

　
計
画
作
成
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
、
更
新
を
介

護
支
援
要
員
等
に
依
頼
。
人
件
費
や
役
務

費
、
委
託
料
等
を
見
込
ん
で
い
る
。

業
務
委
託
が
予
定
ど
お
り
推
移
し
た

場
合
の
達
成
率
は
。

新
規
作
成
２
０
０
件
を
見
込
み
、
計

３
５
５
件
と
な
る
。
要
支
援
者
数
５
５
１

人
に
対
し
て
、
66
・
２
％
の
見
込
み
。

一般会計
予算

平
日
授
業
日
の

５
時
間
授
業
を
試
行

　
小
学
４
年
生
以
上
で
月
曜
日
以
外
６
時

間
授
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、平
日
授

業
日
を
５
時
間
授
業
に
す
る
。子
ど
も
た

QAQA

の
イ
ベ
ン
ト
が
連
携
し
て
よ
り
多
く
の
集

客
を
目
指
し
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な

げ
た
い
。

水道事業
会計予算

地
震
に
も
耐
え
ら
れ
る

水
道
管
へ

　
水
質
の
確
保
と
水
の
安
定
供
給
を
図
る

た
め
、水
道
管
の
更
新
や
水
道
施
設
の
計

画
的
な
維
持
管
理
を
実
施
。

配
水
設
備
新
設
改
良
費
の
増
額
理

由
は
。

老
朽
管
の
更
新
ベ
ー
ス
を
早
め
る
た

め
、
工
事
請
負
費
を
増
額
し
た
。

令
和
７
年
度
で
更
新
さ
れ
る
水
道
管

の
延
長
と
、
７
年
度
末
に
お
け
る
耐
震

管
率
の
見
込
み
は
。

水
道
管
の
更
新
延
長
は
約
１・
８
㎞
。

水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
①
に
お
け
る
耐
震
管

率
は
43
％
を
見
込
ん
で
い
る
。

QAQA

ち
の
ゆ
と
り
あ
る
学
校
生
活
と
教
員
の
業

務
専
念
時
間
を
確
保
。

　
　モ

デ
ル
校
の
指
定
は
。

ど
の
よ
う
に
モ
デ
ル
校
を
指
定
し
て

い
く
か
未
定
。
今
後
、
校
長
会
、
校
務
主

任
会
等
と
も
協
議
し
進
め
て
い
く
。

夏
季
・
冬
季
休
業
期
間
中
の
出
校
必

要
日
数
は
。

何
日
間
授
業
日
を
設
定
す
る
か
未
定
。

一般会計
予算

全
小
中
学
校
に

電
子
黒
板
を
導
入

予
想
さ
れ
る
導
入
の
効
果
は
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を

活
用
す
る
中
で
、
電
子
黒
板
導
入
で
分
か

り
や
す
く
説
明
、
明
確
に
伝
え
る
、
興
味

関
心
を
高
め
る
、
児
童
生
徒
の
発
表
ス
キ

ル
等
の
定
着
が
期
待
で
き
る
。

QAQAQA

文
教
厚
生
委
員
会

経
済
建
設
委
員
会

▲５時間授業実施で放課後が充実

▲計画的な水道管工事で水の安定供給を

①水道事業ビジョン…今後の水道事業の「安全」、「強靭」、「持続」を柱とする事業計画と経営の健全化に向けた投資・財政計画をまとめたもの語句
説明

一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

　意識的、無意識的にハラスメントを行わない
ために、ハラスメントのリスクを認識するとと
もに、組織内で発生した際の対応について、全
議員が学びました。
　本町議会では、東浦町議会議員の政治倫理に
関する条例で、ハラスメント等をしないことを
規定しています。議員がこの政治倫理基準を遵
守していない場合に早期発見・措置できるよう
審査請求（通報）ができる制度があ
ります。審査請求の詳細はHPでご
確認ください。

アンケートの結果から
・議員間、職員間で働きやすい環境となるよう、自身の言動を振り
返りつつ、周囲とも確認し合える雰囲気にしていきたい。
・ハラスメントも日々新しくなるので、過去の考えをアップデー
トしないといけないと思った。
・自分の言動で相手がどう思うか、相手の気持ちを考えた言動が
大切と改めて強く意識する等自覚することができた。

ハラスメント防止研修

議員研修会 受講受講しましたしました 令和６年10月28日

議会のうごき

　令和４年から議会へのタブレット端末導入を検討していました。
６年8月に導入を決定し、プロジェクトチームを発足しました。オ
ブザーバーとして議長も加わり、７年12月のタブレット端末運用
開始に向け、現在取り組んでいます。

秋葉富士子議員（リーダー）
大川晃議員（サブリーダー）、森靖広議員（サブリーダー）
山下享司議員、三浦雄二議員、間瀬宗則議員

＼報告します／
ペーパーレス化

に向け
議会タブレット
導入を決定！

9月 予算の検討

令和６年7月 武豊町を視察

8月
タブレット導入を決定
プロジェクトチーム発足

10月 デモンストレーションを実施

11月 チャットアプリの試験導入開始

12月 タブレット端末運用開始予定

令和7年2月 ペーパーレス会議システムを決定

今後は運用ルール等の検討と
操作研修を実施していきます。

3月 タブレット端末の機種を決定イマココ

タブレット導入プロジェクトチームメンバー

〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇

近隣でタブレット端末をすでに導
入している武豊町で実際の運用や
課題等を確認し、理解を深めました。

より確実で、スピー
ド感のある情報伝達
が可能になります。
積極的に利用し検証
していきます。
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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

C O N T E N T S

子育て・教育
・児童生徒の体力向上と今後の課題について
	 	 前田　明弘	 P12
・特別支援教育に関する推進について
	 	 前田　明弘	 P12
・インクルーシブスポーツイベントの開催について
	 	 大川　　晃	 P12
・「切れ目のないこどもまんなか応援サポーターの
　まち」への取組について	 北野　興地	 P13
・障がいのある子も土曜・祝日保育利用が
　できるように	 杉下久仁子	 P14
・本町の学校図書館について	 赤川　操恵	 P15

くらし
・更なる循環型社会の実現に向けて
	 	 北野　興地	 P13
・隣組・コミュニティ組織の在り方について
	 	 山田　眞悟	 P14
・産業まつりについて	 秋葉富士子	 P15

その他
・於大生誕500年イベントについて
	 	 大川　　晃	 P12
・東浦町での非核・平和宣言30周年また戦後80年に
　おける取り組みは	 杉下久仁子	 P14
・さらなるデジタル社会の実現にむけて
	 	 森　　靖広	 P16
・カーボンニュートラルの実現に向けた
　新たな取り組みについて	 森　　靖広	 P16

まちづくり
・まちに賑

にぎ
わいと活気を生む取り組みを！

	 	 間瀬　宗則	 P13
・「人口減少問題」の取り組みを伺います
	 	 山田　眞悟	 P14
・「空き家問題」どう対処していくのか伺います
	 	 山田　眞悟	 P14
・東浦町立地適正化計画によるコンパクトな
　まちづくりに向けて	 久松　純志	 P16
・公共インフラ施設等の安心、安全を
	 	 久松　純志	 P16

安全・安心
・災害に備えた防災・減災対策の更なる強化を！
	 	 間瀬　宗則	 P13
・東浦町総合防災訓練について
	 	 赤川　操恵	 P15
・持続可能な下水道事業の実現を
	 	 山下　享司	 P17

健康・福祉
・帯状疱疹ワクチンの定期化に伴う本町の
　対応について	 大川　　晃	 P12
・おひとりさま（一人暮らしの高齢者）支援について
	 	 秋葉富士子	 P15
・帯状疱疹ワクチンについて	 秋葉富士子	 P15

　各議員の記事に掲載の
二次元コードを読み込むと、
その議員の一般質問の様
子を動画でご覧いただけま
す。ぜひ、ご視聴ください!

町政を問う！
３月５日・６日一般質問

一般質問とは？
　皆さんの生活に関わる大切な事柄について、
議員が提言も含めて町に考えを聞きます。
　今回の一般質問で、あなたの生活に関わる
内容はありますか？

16人中11人が登壇

YouTube にて議会映像 配信中！



一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

①新体力テスト…６歳～79歳までの男女が対象。各年齢層の運動能力等の変化を調べることができる。
②インクルーシブスポーツ…障害の有無や年齢、性別等を問わず、誰もが平等に参加できるスポーツ

語句
説明

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

A 児
童
生
徒
の

体
力
向
上
の
課
題
は

Q全
国
の
小
学
５
年
生
と
中
学
２
年
生

の
全
員
を
対
象
と
す
る「
全
国
体
力
テ

ス
ト
」の
愛
知
県
の
結
果
は
、
全
国
最

低
基
準
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。
令
和

６
年
度
の
本
町
の
結
果
は
。

体
力
合
計
点
を
全
国
と
比
較
す
る
と
、

小
学
校
５
年
生
男
子
は
、
48
・
６
点
と
全

国
よ
り
１・４
点
低
く
、女
子
は
49
・
８
点

と
全
国
よ
り
０・
２
点
低
か
っ
た
。
ま
た

中
学
校
２
年
生
男
子
は
、
51
・
４
点
と
全

国
よ
り
１・４
点
高
く
、
女
子
で
は
、
51
・

５
点
と
全
国
よ
り
１・５
点
高
か
っ
た
。

　
経
年
変
化
を
分
析
し
て
き
た「
新
体
力

テ
ス
ト
①
」の
結
果
を
見
る
と
、平
成
30
年

QA

度
の
体
力
合
計
点
51・
６
点
を
ピ
ー
ク
に

そ
の
後
は
、年
々
低
下
の
傾
向
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、令
和
４
年
度
の
46・
６
点
か
ら
、

５
年
度
が
47・２
点
と
上
昇
に
転
じ
、愛
知

県
の
平
均
を
上
回
る
結
果
に
な
っ
た
。ま

た
、総
合
評
価
で
も
、Ａ
か
ら
Ｃ
評
価
の
生

徒
の
割
合
は
向
上
し
て
い
る
。

体
力
向
上
に
向
け
て
、
児
童
生
徒
が

取
り
組
む
べ
き
こ
と
や
課
題
は
。

地
域
は
、
児
童
生
徒
が
自
ら
参
画
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
が
課
題
。
イ

ベ
ン
ト
開
催
や
環
境
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

特
別
支
援
教
育
の
推
進

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
の

支
援
計
画
等
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
か
。

一
人
ひ
と
り
の
教
育
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
を
作
成
し
、

実
施
し
て
い
る
。

　
特
別
支
援
教
育
こ
そ
、
本
町
の
進
め
る

個
別
化
・
個
性
化
教
育
の
根
幹
を
な
す
べ

き
も
の
と
認
識
し
、
推
進
し
て
い
く
。

QAQA

PR
の
機
会
と
し
て
企
画
を
検
討

A 於
大
生
誕
５
０
０
年

イ
ベ
ン
ト
は

Q令
和
10
年
の「
於
大
の
方
生
誕
５
０
０

年
イ
ベ
ン
ト
」に
対
す
る
考
え
方
は
。

本
町
の
魅
力
を
町
内
外
に
広
く
PR
で

き
る
絶
好
の
機
会
。
ゆ
か
り
の
あ
る
自
治

体
と
連
携
し
、
取
り
組
み
を
検
討
。

　
10
年
度
の
於
大
ま
つ
り
で
は「
あ
な
た

の
夢
於
大
ま
つ
り
で
叶
え
よ
う
」で
集

ま
っ
た
意
見
を
も
と
に
、
企
画
を
検
討
中
。

現
在
決
ま
っ
て
い
る
取
り
組
み
は
、
住
民

自
作
の
手
作
り
よ
ろ
い
を
着
用
し
て
の
於

大
行
列
参
加
。
於
大
の
方
や
東
浦
町
に
ち

な
ん
だ
記
念
曲
を
作
成
。
資
料
館
で
の
企

画
展
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

於
大
の
方
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
肖
像

画
を
作
成
し
て
は
。

QAQ

町
が
制
作
を
依
頼
す
る
考
え
は
な
い
。

町
観
光
協
会
で
於
大
の
方
の
銅
像
の
建
立

に
つ
い
て
検
討
中
。
町
と
し
て
協
力
で
き

る
こ
と
を
行
う
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
②
イ
ベ
ン
ト

東
浦
マ
ラ
ソ
ン
に
代
わ
る
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
は
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー

ツ
を
取
り
入
れ
た
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
と
し
た
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り

や
、
町
の
賑に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
的
と
し
て
実

施
予
定
。
誰
も
が
参
加
で
き
る
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
考
え
て
い
る
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

定
期
接
種
化
の
対
応

接
種
補
助
事
業
に
対
す
る
見
解
は
。

定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
時
期
が
２

年
～
５
年
後
と
な
る
66
歳
以
上
の
任
意
接

種
対
象
者
は
、
定
期
接
種
と
同
様
に
接
種

機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
検
討
。
定
期
接

種
対
象
外
の
50
歳
～
64
歳
の
方
は
、
今
後

も
任
意
接
種
の
対
象
と
す
る
。

AQAQA

▲「愛知県指定」伝通院画像（楞
りょう
厳
ごん じ
寺蔵）

前前
ま え だま え だ
田田　　明明

あきひろあきひろ
弘弘

議員議員

大大
おおかわおおかわ
川川　　　　晃晃

あきらあきら

議員議員
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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

①指定福祉避難所…高齢者や障がい者、乳児等の避難所での生活に特別な配慮を必要とする人のための避難所
②こどもまんなか…すべての子どもや若者たちが幸せに暮らせるように、常に子どもや若者の今とこれからにとって最もよいことは何かを考え、社会全体で支えていくこと

語句
説明

新
た
な
適
地
の
選
定
を
進
め
て
い
る

A 高
台
に

指
定
福
祉
避
難
所
①
を

Q指
定
福
祉
避
難
所
は
勤
労
福
祉
会
館

が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
域
に
あ
り
、
過
去
に

何
度
も
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

高
台
に
あ
る
公
共
施
設
を
指
定
す
る
考

え
は
な
い
か
。

災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮
者
等
の
避

難
生
活
に
お
い
て
、
福
祉
避
難
所
の
果
た

す
役
割
や
必
要
性
は
大
変
大
き
く
、
勤
労

福
祉
会
館
以
外
の
新
た
な
指
定
福
祉
避
難

所
の
指
定
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
指
定
福
祉
避
難
所
の
指
定
に
向
け
、
課

題
の
整
理
や
、
避
難
所
の
指
定
基
準
等
を

踏
ま
え
、
適
地
と
な
る
施
設
の
選
定
作
業

を
現
在
進
め
て
い
る
。

QA

協
定
を
締
結
し
て
い
る
11
の
民
間
福

祉
施
設
に
つ
い
て
、
災
害
時
に
自
宅
で

の
避
難
生
活
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、

直
接
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

現
時
点
に
お
い
て
直
接
避
難
は
想
定

し
て
い
な
い
。
要
配
慮
者
の
直
接
避
難
に

は
、
受
け
入
れ
場
所
や
対
応
職
員
の
確
保

が
必
要
と
な
る
。
今
後
、
施
設
関
係
者
等

の
意
見
を
聞
き
、
検
討
を
進
め
る
。

ま
ち
に
賑に
ぎ
わ
い
と
活
気
を
！

中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
新
た
に
用

地
を
確
保
す
る
場
合
の
支
援
は
。

具
体
的
な
操
業
予
定
時
期
や
希
望
面

積
、
業
種
、
事
業
内
容
、
事
業
者
ニ
ー
ズ

を
詳
細
に
聞
き
、
条
件
に
合
う
適
地
を
職

員
が
一
緒
に
考
え
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

令
和
７
年
度
の
産
業
ま
つ
り
は
。

７
年
度
以
降
の
産
業
ま
つ
り
は
、
１

日
開
催
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か
し
、

内
容
に
つ
い
て
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
く
。

７
年
度
は
、
新
た
に
開
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
を
連
続
す
る
日
に
開
催
す
る
。

QAQAQA

▲現在、指定福祉避難所に
指定している勤労福祉会館

現
施
策
で
循
環
型
社
会
を
目
指
す

A 更
な
る

循
環
型
社
会
実
現
を

Qリ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
の
た
め
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
個
別
回
収
・
リ

サ
イ
ク
ル
し
た
売
却
益
で
、
世
界
の
子

ど
も
た
ち
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
つ
な
げ

る「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
」に
参
加
を
。

町
内
小
中
学
校
、
団
体
等
で
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
運
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
町

も
公
共
施
設
を
回
収
場
所
と
し
て
提
供
し
、

社
会
貢
献
・
人
道
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
新
た
な
分
別
品
目
と
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
を
取
り
扱
え
ば
、
分
別
が
分

か
り
に
く
く
な
り
、
収
集
費
用
の
負
担
が

懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
小
中
学
校
や
団

体
等
の
自
主
的
な
活
動
と
し
て
の
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
運
動
を
支
援
し
て
い
く
。

QA

回
収
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
搬
送
の
手
段
・
方
法
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
配
置
職
員

を
活
用
し
て
は
。

職
員
が
回
収
す
る
以
外
の
方
法
も
考

え
ら
れ
る
た
め
、
団
体
等
と
相
談
し
、
最

善
の
方
法
を
検
討
し
た
い
。

　
　

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
②
」へ
の
取
り
組
み

小
学
校
の
金
管
バ
ン
ド
廃
止
後
の
対

応
策
は
。

い
き
い
き
生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
に
登
録

の
子
ど
も
の
吹
奏
楽
団
や
町
主
催
の
子
ど

も
吹
奏
楽
教
室
講
座
を
紹
介
し
て
い
る
。

子
ど
も
へ
の
教
育
的
要
素
の
強
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
公
民
館
使
用
料

の
免
除
を
。　
　

令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
は
、
公
共

的
団
体
、
社
会
教
育
関
係
団
体
等
が
地
域

の
活
性
化
、
健
康
増
進
等
の
事
業
を
行
う

場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
施
設
使
用
料
が

１
０
０
％
減
免
に
な
り
得
る
。

QAQAQA

▲ペットボトルキャップ回収状況
（森岡コミュニティーセンター）

北北
き た のき た の
野野　　興興

こ う じこ う じ
地地

議員議員

間間
ま せま せ
瀬瀬　　宗宗

むねのりむねのり
則則

議員議員

2025.５.1 No.22413



一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

杉杉
すぎしたすぎした
下下久久

く に こく に こ
仁子仁子

議員議員

山山
や ま だや ま だ
田田　　眞眞

し ん ごし ん ご
悟悟

議員議員

①療育…障害のある子どもやその可能性がある子どもに対して、一人ひとりの特性にあわせて必要な支援を行うこと語句
説明

「
住
み
や
す
さ
」を
向
上
さ
せ
る

A 人
口
減
少
問
題

ど
う
取
り
組
む
か

Q人
口
減
少
へ
の
対
応
と
過
去
・
将
来

の
人
口
を
踏
ま
え
た
現
状
認
識
は
。

令
和
２
年
国
勢
調
査
で
は
、
前
回
調

査
か
ら
本
町
の
人
口
は
増
加
。
多
く
の
方

か
ら「
住
み
た
い
ま
ち
」と
し
て
選
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
長
期
的
に
は
人
口
減
少
は
避

け
ら
れ
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
を
緩
や
か
に
す

る
た
め「
東
浦
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」に
沿
っ
た
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

人
口
減
少
社
会
の
将
来
の
課
題
は
。

就
業
人
口
の
減
少
に
伴
う
経
済
規
模

QAQA

の
縮
小
。
ま
た
、
空
き
家
の
増
加
や
地
域

活
動
の
縮
小
、
医
療
・
介
護
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
不
足
等
の
課
題
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
子
育
て
や

教
育
を
は
じ
め
と
す
る「
住
み
や
す
さ
」を

向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を
積
み
上
げ
て
、

「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
」町
と
し
て

選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

空
き
家
問
題

空
き
家
問
題
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

平
成
31
年
に
空
き
家
等
対
策
計
画
を

策
定
し
て
６
年
が
た
つ
。
27
年
度
の
調
査

で
は
、
空
き
家
の
総
数
は
３
１
０
戸
。
令

和
４
年
度
の
再
調
査
で
は
、
前
回
調
査
か

ら
約
３
割
増
加
し
て
い
た
。

　
空
き
家
等
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

倒
壊
や
建
築
材
等
飛
散
の
恐
れ
が
あ
る
空

き
家
に
は
解
体
工
事
の
費
用
補
助
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
空
家
等
の
緊
急
安
全
措
置

条
例
を
制
定
し
て
い
く
予
定
で
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】隣
組
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て

QA

▲本町の過去および将来人口（推計）
出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所
　　　「日本の地域別将来推計人口」

子
ど
も
に
特
性
が
あ
っ
て
も
支
援

A 障
が
い
児
の

土
曜
祝
日
保
育
利
用
を

Q町
立
保
育
園
の
土
曜
・
祝
日
保
育
を

利
用
で
き
な
い
理
由
は
。

療
育
①
が
必
要
な
子
ど
も
の
受
け
入
れ

に
は
、
施
設
環
境
の
整
備
や
、
療
育
が
提

供
で
き
る
保
育
士
の
確
保
、
子
ど
も
の
特

性
に
応
じ
た
対
応
の
仕
方
等
、
課
題
や
配

慮
す
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
る
。

な
か
よ
し
学
園
を
利
用
す
る
子
や
障

害
の
あ
る
子
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

求
め
る
が
、
見
解
は
。

町
立
保
育
園
と
児
童
発
達
支
援
事
業

所
で
あ
る「
な
か
よ
し
学
園
」で
は
、
目
的

や
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
異
な
る
。

　
し
か
し
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
す
る
た

め
の
環
境
整
備
は
、
子
ど
も
に
特
性
が

あ
っ
て
も
支
援
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　
よ
り
良
い
選
択
が
で
き
る
よ
う
、
公
立

と
民
間
事
業
所
の
特
色
や
機
能
を
、
お
互

い
が
補
完
し
合
う
環
境
づ
く
り
が
重
要
。

非
核
・
平
和
宣
言
30
周
年
と
戦
後
80
年

東
浦
町
は
１
９
９
５
年
10
月
に
非

核
・
平
和
宣
言
を
行
い
、
今
年
で
30
年

た
つ
。
ま
た
長
崎
・
広
島
で
の
被
爆
と

QAQAQ

戦
後
80
年
と
い
う
節
目
で
も
あ
る
。

　
例
年
行
っ
て
い
る
非
核
・
平
和
パ
ネ

ル
展
の
充
実
や
資
料
館
で
の
企
画
展
の

時
期
や
内
容
は
。

例
年
と
同
じ
８
月
に
役
場
と
中
央
図

書
館
の
パ
ネ
ル
展
で
、
特
別
に
広
島
平
和

記
念
資
料
館
か
ら「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
」・「
熱
線
に
よ
り
溶

け
た
瓦
」を
借
用
等
、内
容
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
、
郷
土
資
料
館
で
は
、
７

月
か
ら
８
月
に
か
け「
企
画
展
」を
開
催
す

る
予
定
。
人
々
が
戦
渦
を
ど
う
生
き
た
の

か
を
、
当
時
の
文
書
、
写
真
等
の
資
料
を

展
示
し
て
紹
介
す
る
予
定
。

A

▲2024年の非核・平和パネル展（役場ロビー）

2020年 2035年 2050年

総人口 49,596 47,547 44,396

65歳以上 12,924 14,300 15,667

15～64歳 29,953 27,739 23,664

０～14歳 6,719 5,508 5,065
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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

赤赤
あかがわあかがわ
川川　　操操

み さ えみ さ え
恵恵

議員議員

秋秋
あ き ばあ き ば
葉葉富富

ふ じ こふ じ こ
士子士子

議員議員

①司書教諭…学校図書館の専門的職務を担う教員で、読書教育の専門家語句
説明

わ
た
し
の
こ
れ
か
ら
ノ
ー
ト
を
活
用

A 終
活
相
談
・

終
活
情
報
登
録
を

Qお
ひ
と
り
さ
ま（
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
）等
の
支
援
で
終
活
相
談
の
実
施
、

終
活
情
報
を
事
前
に
登
録
す
る
取
り
組

み
を
提
案
す
る
が
、
見
解
は
。

本
町
で
は「
わ
た
し
の
こ
れ
か
ら
ノ
ー

ト
」を
作
成
し
、
配
布
し
て
い
る
。
こ
の

ノ
ー
ト
は「
も
し
も
の
と
き
」に
備
え
て
、

医
療
や
介
護
、
葬
儀
等
に
関
す
る
考
え
方

や
思
い
を
記
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
を
活
用
し
、
早
い
段
階
で
終
活
を
意
識

し
て
も
ら
い
、
相
談
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

産
業
ま
つ
り

子
ど
も
た
ち
が
本
町
の
農
・
商
・
工

業
に
興
味
を
持
て
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

QAQ

の
開
催
を
提
案
す
る
が
、
見
解
は
。

産
業
ま
つ
り
は
町
内
外
の
子
ど
も
た

ち
が
本
町
の
産
業
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き

る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
い
る
。

　
産
業
ま
つ
り
の
目
的
に
沿
っ
た「
子
ど

も
向
け
イ
ベ
ン
ト
」に
つ
い
て
、
出
展
者

の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
の
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
の
内
容
は
。

対
象
者
は
７
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

１
０
０
歳
以
上
に
な
る
方
で
、
す
で
に
接

種
し
た
方
は
対
象
に
な
ら
な
い
。

　
本
町
と
し
て
は
66
歳
以
上
も
定
期
接
種

と
同
様
に
接
種
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。
自
己
負
担
額
は「
生
ワ
ク
チ
ン
が

３
千
円
」、
２
回
接
種
が
必
要
な「
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
が
１
回
７
千
円
」の
予
定
。
な

お
、
50
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
は
今
後
も

任
意
接
種
の
対
象
と
す
る
。

AQA

▲令和６年度の産業まつりのチラシ

全
小
中
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る

A 司
書
教
諭
①
の

配
置
状
況
は

Q学
校
図
書
館
を
充
実
さ
せ
る
考
え
は
。

学
校
図
書
館
法
の
目
的
に
沿
っ
て
運

営
を
行
う
と
と
も
に
、「
読
書
セ
ン
タ
ー
」

「
学
習
セ
ン
タ
ー
」「
情
報
セ
ン
タ
ー
」の
機

能
を
果
た
せ
る
よ
う
、
環
境
を
整
備
。

　
今
後
も
児
童
生
徒
が
本
を
好
き
に
な
り
、

教
職
員
は
授
業
等
で
活
用
し
や
す
い
学
校

図
書
館
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

司
書
教
諭
の
配
置
状
況
と
児
童
生
徒

一
人
当
た
り
の
貸
し
出
し
冊
数
は
。

司
書
教
諭
は
全
小
中
学
校
に
配
置
。

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
７
年
１
月
末
で
、

藤
江
小
学
校
26
・
４
冊
、生
路
小
学
校
18
・
９

冊
、片
葩
小
学
校
は
33
・
３
冊
、石
浜
西
小

QAQA

学
校
21
・
５
冊
、
緒
川
小
学
校
24
・
１
冊
、

卯
ノ
里
小
学
校
29
・
１
冊
、
森
岡
小
学
校

23
・
５
冊
、東
浦
中
学
校
１
・
３
冊
、北
部

中
学
校
２
・
３
冊
、
西
部
中
学
校
３・９
冊
。

新
聞
は
複
数
配
備
さ
れ
て
い
る
か
。

藤
江
小
学
校
、
緒
川
小
学
校
、
卯
ノ

里
小
学
校
、
森
岡
小
学
校
で
小
学
生
新
聞

を
１
部
配
備
し
て
い
る
が
、
複
数
配
備
に

至
っ
て
い
な
い
。
代
替
手
段
も
含
め
各
校

で
新
聞
の
利
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

知
多
管
内
初
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練

訓
練
の
概
要
は
。

森
岡
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
実
施
。
飼

い
主
10
人
、
犬
８
頭
、
猫
５
匹
が
参
加
。

　
避
難
所
開
設
方
法
を
記
載
し
た「
ミ
ッ

シ
ョ
ン
カ
ー
ド
」や
設
営
に
最
低
限
必
要

な
物
品
を
セ
ッ
ト
し
た「
ス
タ
ー
タ
ー

キ
ッ
ト
」を
利
用
し
、
実
際
に
参
加
者
が

ペ
ッ
ト
避
難
所
の
開
設
を
行
っ
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
】ア
マ
チ
ュ
ア
防
災
無
線

の
活
用
に
つ
い
て

QAQA

▲地域の方にも利用されてきた
藤江小学校図書室棟
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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

森森
もりもり
　　　　靖靖

やすひろやすひろ
広広

議員議員

久久
ひさまつひさまつ
松松　　純純

た だ した だ し
志志

議員議員

①電子回覧板…回覧板を電子化したもので、自治体が電子機器上に必要な情報をアップし、住民がネットワーク上で情報を得ることができる。
②CN（カーボンニュートラル）…温室効果ガスの排出量が全体としてゼロになっている状態　③J-クレジット…CO2等の排出削減量やCO2の吸収量を「ク
レジット」として国が認証する制度。自社が利用しない削減量を売却して収入を得たり、足りない削減量を外部から調達したりできる。

語句
説明

居
住
誘
導
区
域
で
人
口
密
度
を
維
持

A 市
街
化
調
整
区
域
内

に
住
宅
地
を

Q定
住
人
口
確
保
の
た
め
市
街
化
調
整

区
域
を
住
宅
地
に
活
用
す
る
考
え
は
。

一
定
エ
リ
ア
で
人
口
密
度
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、
現
在
の
市
街
化
区
域
の
無

秩
序
な
拡
大
を
避
け
る
必
要
か
ら
、
市
街

化
区
域
内
に
あ
る
居
住
誘
導
区
域
に
誘
導
。

市
街
化
調
整
区
域
に
あ
る
用
地
を
産

業
用
地
と
し
て
の
活
用
と
専
門
部
署
や

人
員
配
置
の
考
え
は
。

企
業
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
活
用

を
検
討
。
令
和
７
年
度
の
機
構
改
革
で
、

効
率
的
・
効
果
的
な
組
織
と
し
て
必
要
と

な
る
部
署
、
人
員
を
配
置
。
産
業
用
地
に

関
す
る
部
署
は
、
地
域
創
造
部
、
ま
ち
づ

く
り
部
が
中
心
に
な
る
。

QAQA

ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
構
想
へ
の
参
画

や
次
世
代
成
長
産
業
支
援
の
考
え
は
。

地
域
の
特
性
と
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
も
の
で

あ
り
、
他
地
域
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
た

本
町
の
特
徴
あ
る
取
り
組
み
と
し
て
支
援

し
て
い
る
。

空
き
家
等
の
利
活
用
は
。

新
た
な
空
き
家
バ
ン
ク
の
取
り
組
み

と
し
て
、
借
り
た
い
、
買
い
た
い
人
が
情

報
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
飲
食
店

を
創
業
す
る
事
業
者
へ
の
新
た
な
補
助
制

度
で
、
空
き
家
と
空
き
店
舗
を
活
用
し
た

い
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト
。

公
共
イ
ン
フ
ラ
施
設
等
の 

安
心
・
安
全
を

既
設
道
路
の
点
検
、
診
断
等
、
維
持

管
理
、
修
繕
、
更
新
の
実
施
方
法
は
。

町
道
総
延
長
約
４
０
０
㎞
全
域
を
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
日
常
点
検
と
路
面

性
状
基
礎
調
査
に
よ
る
診
断
、
緊
急
性
が

あ
れ
ば
補
修
等
で
対
応
。

QAQAQA

地
区
と
協
議
を
重
ね
た
い

A 電
子
回
覧
板
①
の

導
入
を

Q自
治
会
や
町
内
会
に
電
子
回
覧
板
の

導
入
の
検
討
を
提
案
す
る
。

電
子
回
覧
板
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

運
営
に
お
い
て
非
常
に
有
用
な
ツ
ー
ル
の

ひ
と
つ
と
考
え
て
い
る
。
導
入
に
つ
い
て

各
地
区
と
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
町
公
式

LIN
E

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
が
、
機

能
拡
充
に
よ
る
総
合
的
な
評
価
は
。

機
能
拡
充
後
は
、
登
録
者
が
求
め
る

情
報
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
が

備
わ
っ
た
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
積
極
的

に
情
報
配
信
を
行
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
全
般
的
に
好
意
的
な
意
見
が
多
く
、
機

能
拡
充
に
よ
る
住
民
の
利
便
性
向
上
は
図

ら
れ
て
い
る
が
、
利
便
性
が
向
上
し
た
点

が
広
く
伝
わ
ら
ず
、
登
録
者
数
が
思
う
よ

う
に
伸
び
て
い
な
い
と
評
価
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｎ
②
実
現
に
向
け
た 

新
た
な
取
り
組
み
は

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
③
制
度
の
活
用
で
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
で

き
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

QAQAQ

制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、「
第
３
次
東
浦
町
の
環
境
を
守

る
基
本
計
画
」の
中
間
見
直
し
を
進
め
て

い
る
。
国
や
県
の
計
画
見
直
し
に
合
わ
せ
、

本
町
で
も
令
和
12
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス

50
％
削
減
と
い
う
新
た
な
目
標
設
定
を
予

定
。

　
目
標
達
成
の
た
め
、
取
り
組
み
を
更
に

強
化
し
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
Ｊ–

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
活
用
を
位
置
づ
け
、

今
後
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

A
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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

山山
やましたやました
下下　　享享

きょうじきょうじ
司司

議員議員

①流域下水道…2つ以上の市町村の区域における下水を処理するための下水道語句
説明

使
用
者
の
3
万
8
千
人
に
影
響

A 町
流
域
下
水
道
①

事
故
発
生
の
影
響
は

Q埼
玉
県
八
潮
市
の
よ
う
な
道
路
陥
没

事
故
が
本
町
の
流
域
下
水
道
で
発
生
し

た
場
合
の
影
響
は
。

森
岡
・
緒
川
地
区
約
1
万
3
千
人
、

緒
川
新
田
地
区
約
6
千
人
、
石
浜
・
生

路
・
藤
江
地
区
約
1
万
9
千
人
へ
の
下
水

道
の
使
用
自
粛
等
が
考
え
ら
れ
る
。

町
の
汚
水
処
理
の
経
路
は
。
ま
た
県

管
理
の
流
域
下
水
道
の
管
の
延
長
、
大

き
さ
、
深
さ
は
。

各
家
庭
等
の
汚
水
は
、
下
水
道
管
を

経
由
し
、
県
管
理
の
流
域
下
水
道
管
に
接

続
し
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
る
。

　
緒
川
・
森
岡
地
区
か
ら
流
域
下
水
道
幹

QAQA

線
に
流
入
し
た
汚
水
は
、
国
道
３
６
６
号

バ
イ
パ
ス
を
北
上
。
石
ヶ
瀬
川
、
境
川
を

下
越
し
し
て
、
刈
谷
市
境
川
浄
化
セ
ン

タ
ー
で
処
理
。
全
長
約
6
㎞
、
管
径
70
㎝

～
2
9
0
㎝
、
深
さ
5
ｍ
～
13
ｍ
程
度
。

　

緒
川
新
田
地
区
の
汚
水
は
、鎌
池
川
沿

い
の
流
域
下
水
道
幹
線
に
接
続
。県
道
名

古
屋
半
田
線
を
南
下
し
、半
田
市
衣
浦
西

部
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
。全
長
約
12
㎞
、

管
径
60
㎝
～
2
2
0
㎝
、深
さ
3
ｍ
～
15
ｍ

程
度
。

　
石
浜
・
生
路
・
藤
江
地
区
の
汚
水
は
、

３
６
６
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
流
域
下
水
道

幹
線
に
接
続
さ
れ
南
下
し
、
半
田
市
衣
浦

西
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理
。
全
長
約
14

㎞
、
管
径
80
㎝
～
2
2
0
㎝
、
深
さ
4

ｍ
～
16
ｍ
程
度
。

町
管
理
の
下
水
道
施
設
点
検
の
頻
度

と
内
容
は
。

腐
食
の
恐
れ
が
大
き
い
箇
所
、
交
通

量
の
多
い
国
道
・
県
道
内
36
箇
所
を
５
年

に
１
回
点
検
。
操
作
棒
の
先
に
カ
メ
ラ
と

ラ
イ
ト
を
付
け
マ
ン
ホ
ー
ル
内
に
挿
入
し
、

ひ
び
割
れ
等
を
映
像
で
確
認
し
て
い
る
。

QA

▲東浦町汚水マンホール蓋

傍聴された方にアンケート用紙を配付し、ご意見・
ご感想を聞きました。今定例会では42人に回答い
ただきました。一部を要約して紹介します。

傍聴席の耳と目
傍聴された方にアンケート

定例会の日程、一般質問
通告がホームページに
アップされたら、わかりや
すく案内してほしい。

行政の優先順位は、住民の①生命
②財産③生活④文化教育と考え
る。④が多く、必要性を十分に調
整し、効果的・具体的な議論を。

町長の答弁
が少ないよ
うに思う。

議会だよりは単な
る広報紙ではなく、
議会のレベルアッ
プのためのもので
もあると思う。

いただいたご意見・ご感想は、議会事務局だけでなく、議員と町
当局にも共有しております！ぜひ傍聴いただきアンケートに
ご参加ください！次の定例会日程は裏表紙でご確認ください！

ぜひ傍聴いただきアンケートにご協力ください！

議会
トピックス

G I K A I  T O P I C S

定例会だけじゃない！
議会の動き

議長が歓迎あいさつし、職
員が「イオンモール東浦で
の行政サービス」について
丁寧に説明しました。

　最後の大会となった「第50回東浦マラ
ソン」で議長があいさつを行いました。
このラストランには町内外から多くのみ
なさんが参加され、盛り上がりました。

12/15
㊐ 東浦マラソン

1/21
㊋ ようこそ東浦町へ！東郷町議会が視察来庁

2025.５.1 No.22417
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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

会派の活動に必要な図書、資料等の購入、利
用等の経費

会派が行う町の施策、地方行財政等に関する
調査研究（視察を含む。）および調査委託経費
会派が行う研修会、講演会等の実施（共同開
催を含む。）経費および団体等の研修会（視察
を含む。）、講演会等への所属議員の参加経費
会派の活動の広報誌発行経費

会派の各種会議、住民相談会等の経費および
団体等の意見交換会等各種会議への会派とし
ての参加経費
会派の活動に必要な資料の作成経費

調査研究費

研修費

広報広聴費

会議費

資料作成費
資料購入費

会派名 交付額
（A)

支出額
（B)

内　訳 町への
返還額

（A) －（B)
調査
研究費 研修費 広報

広聴費 会議費 資料
作成費

資料
購入費

親和会（６人） 360,000 360,000 348,440 11,560 0 0 0 0 0

清流会（４人） 240,000 161,480 121,480 40,000 0 0 0 0 78,520

公明党東浦（２人） 120,000 120,000 117,065 2,935 0 0 0 0 0

庶民倶楽部（山田眞悟） 60,000 60,000 0 53,100 0 0 0 6,900 0
日本共産党ひがしうら
（杉下久仁子） 60,000 60,000 18,150 40,000 1,850 0 0 0 0

町民ファーストの会
（長坂知泰） 60,000 60,000 0 11,000 37,000 0 0 12,000 0

高志会（森靖広） 60,000 60,000 58,570 1,430 0 0 0 0 0
合　計 960,000 881,480 663,705 160,025 38,850 0 0 18,900 78,520

活動期間：令和６年４月１日～令和７年３月31日

（円）

政務活動費とは？報告します！
政務活動費

　町政の課題および町民の意思を町政に反映させる活動等に必
要な経費の一部を補助するために町から支払われる費用のこと
です。本町では条例により、毎年度、会派の所属議員１人あたり月
5,000円を交付しています。

　
議
会
活
動
や
各
議
員
の
動
画
を

制
作
・
発
信
し
、
主
権
者
教
育
の

場
等
多
様
な
機
会
で
活
用
。

　
議
員
が
進
行
役
を
務
め
る「
町

議
と
語
る
会
」の
住
民
の
声
を
委

員
会
質
疑
や
一
般
質
問
へ
つ
な
げ

て
お
り
、
今
後
の
参
考
に
な
っ
た
。

令
和
６
年
10
月
29
日

議
会
広
報
を
基
に
し
た
議
会
改
革

福
岡
県
糟か

す
や屋

郡
志し

め免
町

令
和
６
年
10
月
29
日

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
取
り
組
み

滋
賀
県
栗り

っ
と
う東

市
議
会

　
議
会
報
告
会
を
開
催
、
議
会
で

の
議
案
審
査
や
議
論
の
経
過
や
結

果
を
報
告
し
、
市
民
と
の
対
話
を

図
る
必
要
性
を
学
ん
だ
。

令
和
６
年
10
月
30
日

議
会
改
革
の
進
め
方
に
つ
い
て

滋
賀
県
甲こ

う
か賀

市
議
会

　
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
を

令
和
６
年
10
月
30
日

議
会
基
本
条
例
に
よ
る
議
会
改
革

福
岡
県
糟
屋
郡
粕か

す
や屋

町

　
平
成
24
年
制
定
の
議
会
基
本
条

例
を
徹
底
的
に
検
証
・
見
直
し
。

重
要
業
績
評
価
指
標
の
設
定
や
改

選
に
よ
っ
て
も

不
変
な
条
例
へ

改
正
。
議
会
改

革
の
第
一
歩
と

し
て
、
議
会
基

本
条
例
の
制
定

が
必
須
だ
と
の

意
を
強
く
し
た
。

設
置
。
住
民
の
負
託
に
応
え
、
慣

例
等
を
見
直
し
随
時
改
革
を
実
行

す
る
姿
勢
が
参
考
に
な
っ
た
。

令
和
７
年
１
月
27
日

議
員
の
資
質
向
上
と
議
会
運
営

愛
知
県
技
術
開
発
交
流
セ
ン
タ
ー

高
沖
秀
宣
氏
講
義
。
議
会
は
議
事

機
関
で
政
策
立
案
機
能
を
強
調
。

親
和
会

清
流
会
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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費

令
和
６
年
８
月
７
日

相
乗
り
タ
ク
シ
ー
へ
の
AI
導
入

山
形
県
山
形
市

　
令
和
６
年
７
月
か
ら
モ
デ
ル
事

業
と
し
て「
か
な
み
ち
ゃ
ん
相
乗

り
タ
ク
シ
ー
」を
実
施
。
令
和
６

年
３
月
か
ら
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
受
付
を
開
始

し
、
運
行
し
て
い
る
。

令
和
６
年
８
月
８
日

学
び
の
多
様
化
学
校

「
白
石
き
ぼ
う
学
園
」宮

城
県
白
石
市

　
令
和
４
年
３
月
、
学
校
に
行
き

づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
児
童
生
徒

の
た
め
の
学
び
の
多
様
化
学
校
に

つ
い
て
検
討
を
始
め
、
令
和
５
年

「
白
石
き
ぼ
う
学
園
」を
開
校
し
た
。

児
童
生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員
か

ら
は
好
評
で
あ
る
。

公
明
党
東
浦

令
和
６
年
４
月
18
日
～
19
日

国
家
戦
略
の
取
り
組
み

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

　
講
師
は
、
兵
庫
県
養
父
市
市
長

の
広
瀬
栄
氏
。

　

山
村
の
人
口
減
少
に
お
け
る

「
構
造
改
革
特
区
」の
活
用
で
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
事
業
着

手
。
高
齢
化
対
策
、
規
制
改
革
の

実
行
を
切
々
と
訴
え
る
市
長
に
敬

服
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
１
月
27
日

議
員
の
資
質
向
上
と
議
会
運
営

愛
知
県
技
術
開
発
交
流
セ
ン
タ
ー

　
講
師
は
、
高
沖
秀
宣
氏
。

　
議
会
の
役
割
は
何
か
。
議
会
基

本
条
例
。
議
会
の
役
割
・
機
能
と

権
能
・
監
視
機
能
・
政
策
提
言
・

議
員
力
の
強
化
・
議
員
政
治
倫
理

に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
。

庶
民
倶
楽
部

令
和
６
年
10
月
29
日

議
会
の
見
え
る
化
を
学
ぶ

福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
町

　
志
免
町
は
、
住
民
と
信
頼
を
高

め
透
明
性
の
あ
る
議
会
改
革
を
進

め
る
中
で
、
議
会
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
て
議
会
の
見
え
る
化
を

議
員
自
ら
率
先
し
て
取
組
ん
で
い

た
。
本
町
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
に
あ
た
り「
議
会
基
本
条
例
」の

制
定
が
最
優
先
だ
と
認
識
し
た
。

令
和
６
年
10
月
30
日

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
学
ぶ

熊
本
県
菊
池
郡
大
津
町

　
議
会
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
、
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
シ
ス
テ
ム
の
活
用
は
、「
議

会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
基
本
計
画
」の
存

在
が
あ
っ
た
。
本
町
に
お
い
て
も

参
考
に
な
る
視
察
と
な
っ
た
。

高
志
会

令
和
６
年
５
月
９
日
・
10
日

災
厄
・
縮
小
社
会
で
の「
自
治
」

第
24
期
自
治
政
策
講
座
in
東
京

　
４
講
座
を
リ
モ
ー
ト
で
受
講
。

「
２
０
２
４
年
度
介
護
保
険
制
度

改
訂
と
自
治
体
の
対
応
～
給
付
と

負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て
～
」

「
災
害
に
強
い
社
会
を
つ
く
る
に

は
～
地
域
防
災
力
の
向
上
の
実
質

化
に
つ
い
て
～
」他
２
講
座

令
和
７
年
２
月
５
日

議
員
の
資
質
向
上
と
議
会
運
営

東
海
市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
『
議
員
の
資
質
向
上
と
議
会
運

営
の
基
本
』の
テ
ー
マ
で
高
沖
秀

宣
元
三
重
県
議
会
事
務
局
次
長
を

講
師
に
研
修
を
受
け
た
。
執
行
機

関
と
政
策
競
争
し
取
り
組
む
姿
勢

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
実
感
。

議
会
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、

議
会
基
本
条
例
も
検
討
し
た
い
。

日
本
共
産
党

ひ
が
し
う
ら

令
和
６
年
７
月
31
日
～
８
月
２
日

Ｇ
Ｘ
の
推
進
と
地
域
の
産
業
政
策

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

　
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
教
授
の
諸
富
徹
氏
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
り
様
々
な
講
師
陣

か
ら
の
講
義
、
事
例
紹
介
、
演
習

等
を
受
講
し
た
。

　

Ｇ
Ｘ(

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン)

と
は
、
脱

炭
素
社
会
に
向
け
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
よ
る
社
会
変
革

の
事
で
あ
る
。
福
岡
県
北
九
州
市

の
北
九
州
水
素
タ
ウ
ン
で
の
家
庭

用
水
素
燃
料
給
湯
器
の
実
証
実
験

や
、
高
知
県
梼ゆ
す
は
ら原
町
で
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
事
例
紹
介
等

は
、
水
素
燃
料
や
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
等
が
、
私
た
ち
の
身
近
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

町
民
フ
ァ
ー
ス
ト

の
会



スポーツクラブ　アルフィン

東浦町内で頑張る皆さんにお話を聴くコーナーです。

　

vol.21

東浦町 好きですか？
メンバー10人に聴きました。
好きレベル 人 数 理 由

55 ２人
・小学校や保育園にも

自然が多い。
・三丁公園の人工芝や

屋根のあるスペース
が大好き。

・市になってほしい。
・交通の便が良くない。

44 ６人

33 ２人

22 ０人

11 ０人
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日
髙
町
政
２
年
目
、令
和

７
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

２
０
１
億
円
超
え
の
過
去
最

大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
多

く
の
新
規
事
業・
支
援
拡
大

事
業
や
各
特
別
会
計
予
算
と

合
わ
せ
、本
会
議
と
各
委
員

会
で
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

今
春
４
月
の
機
構
改
革
に

伴
い
、常
任
委
員
会
の
名
称
を

「
経
済
建
設
委
員
会
」を「
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
」へ
、「
文
教
厚

生
委
員
会
」を「
こ
ど
も
ふ
く

し
委
員
会
」へ
改
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
委
員
会
で
、慎

重
な
審
議
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
傍
聴
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ

た
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

（
本
人
が
写
っ
て
い
る
場

合
に
限
る
）。

　
ご
希
望
の
方
は
、議
会
事
務

局
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
前
田　
明
弘

　
副
委
員
長　
間
瀬　
宗
則

　
委

員　
北
野　
興
地

　
委

員　
久
松　
純
志

　
委

員　
赤
川　
操
恵

　
委

員　
杉
下
久
仁
子

編
集
後
記

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　

子
ど
も
た
ち
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
し
て
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

指
導
し
て
い
る
種
目
は
、体
操
・
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
・
ダ
ン

ス
の
４
種
類
で
す
。
中
で
も
、ス
ポ
ー
ツ

鬼
ご
っ
こ
は
、全
国
大
会
で
何
度
も
優
勝

す
る
ほ
ど
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

東
浦
町
、
こ
う
だ
と
い
い
な
。

　
体
育
施
設
が
少
な
く
、
限
り
が
あ

る
の
で
、
学
校
開
放
を
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
て
ほ
し
い
。

６月定例会開催予定

場所：役場３階 議場
時間：一般質問は９：10～、その他は９：30～

東浦町議会ホームページも
ご覧ください。

https://www.town.aichi-higashiura.lg.jp/gyosei/gikai/

日 付 内 容
６月４日（水）議案の上程・説明
６月10日（火）一般質問６月11日（水）
６月16日（月）議案質疑・委員会付託
６月18日（水）まちづくり委員会
６月19日（木）こどもふくし委員会
６月20日（金）総務委員会
６月26日（木）討論・採決

YouTube
映像配信中! 

４月１日から
委員会の名称が

変更
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この議会だより№224は15,760部作成し、１部あたりの印刷単価は30円です。
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